
担当医師

看護師長

担当看護師

栄養管理士 【患者または代理者同意署名】

　年　　月　　日 　　　氏名

　　　　＊代理署名の場合　　患者との続柄　（　　　　　　　）

推定入院
 期間 入院日(　月　日) 術後１日目 (　月　日) 術後２日目 (　月　日) 術後３日目 (　月　日) 術後４日目 (　月　日)【退院】

なし ・午前中から点滴が開始とな
　ります。

・痛み止めの点滴が始まりま
　す。詳しくは別紙（痛み止
　めの点滴について説明しま
　す。）

・痛みの様子をみながら痛み止
　めの点滴を減量・中止しま
　す。

・点滴が終了となります。 　　　　　なし

・現在内服中の薬をお知らせ下
　さい。
・入院中は医師から指示された
　薬以外は内服しないで下さ
　い。

・朝、胃薬と糖尿病薬以外の
　薬を内服します。

・治療後から薬は飲みません
　が、粘膜保護の飲み薬が始
　まります。

・医師から飲水の許可が
　出た後胃薬と糖尿病薬
　以外を再開します。

・全ての薬を再開します。

 検査 ・レントゲン、採血、呼吸機能
　検査を外来で行っていない方
　は、入院後に行う場合があり
　ます。

なし ・手術室でレントゲンを撮っ
　てから部屋に戻ります。

・採血とレントゲンをとります ・採血をします。 ・採血をします。 　　　　　なし

処置 なし ・手術室へは、看護師と歩き
　又は車椅子で行きます。

　なし

安静度 ・病院内は自由です。 ・治療前なので、病棟内にい
　て下さい。

・治療後はベッド上で安静に
　過ごします。
・寝返りはできます。

・トイレ、洗面台までは歩行可
　能です。
・初回のトイレ歩行は看護師が
　付き添いますでナースコール
　教えて下さい。

・病棟内は自由です。 ・病院内は自由です。

食事 ・食事ができます。 ・朝から食事は出来ません。
・10時まで水・お茶は飲めま
　す。

・治療後から食事や飲水はで
　きません。

・医師の許可が出た後、
　飲水再開となり、夕方
　から流動食が開始とな
　ります。

・朝食に3分粥となり、昼
　食から5分粥へと食上げ
　をしていきます。

・朝から全粥になります。

排泄 ・制限はありません。 ・手術室で尿の管を入れま
　す。

・排便はベッド上で差し込み
　便器を使用します。

・日中に尿の管を抜きます。
・トイレまで歩けます。

清潔
・シャワーに入れます。 ・シャワーは入れません。 ・体拭きを看護師が手伝いま

　す。
・シャワーに入れます。

 リハビリ なし なし なし なし なし なし なし
 その他 なし なし なし なし なし なし なし

*病名等は、現時点で考えられるものとなりますので、今後検査を進めていくうえで変更される可能性があります。 　　山梨大学医学部附属病院　　　　　　　　　 2022年7月改訂
*入院期間については、現時点での予想となっており、状態に応じ予定が異なることも考えられます。

症　状

（　あり　）

　　　　　　第一内科　 　病棟　　　病室　　

　　　 　  　 患者番号　　　0008985093

病　名

主　治　医　氏　名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　  　 印

入院診療計画書  　　食道ESD（内視鏡的粘膜下層剥離術）を受けられる　パス　テスト００１　様へ

主治医以外の
担当者
氏名

注射
・

内服

　　〒409-3898　山梨県中央市下河東1110番地　　TEL：055-273-1111（代表）

特別な栄養管理の必要性　

手　術

手術当日 (　　月　　日)
手術前            　手術後

・治療後は、複数回検温をさ
　せて頂きます。
・胸痛、めまい、吐き気など
　の気分が悪い時は看護師に
　知らせて下さい。
・治療後、酸素は少なくとも
　翌朝まで付けます。心電図
　モニターは医師の指示があ
　るまで付けます。

・退院後の生活・注意点に
　ついて別紙にて説明させ
　て頂きます。
・希望があれば栄養指導も
　受けることができますの
　で看護師に相談してくだ
　さい。

教育
・

説明
・

指導

（　あり　・　なし　）

・治療までに医師から治療の内
　容について説明があります。
・麻酔科受診があります。
・看護師より、治療スケジュー
　ルや治療後の注意点について
　の説明があります。
・T字帯を準備してください。
（売店で購入できます）

・義歯、メガネ、貴金属、湿
　布、腹巻き等外せる物は外
　して下さい。
・私物のパジャマを着用して
　いる方は術衣に着替えて頂
　きます。

入院治療の目標（達成目標） 退院後の生活の注意事項が理解できる。


